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新年あけましておめでとうございます。
初めに、昨年７月の大雨で被災された皆様に

は、心よりお見舞い申し上げ、１日も早い復旧
を願っています。

昨年は、秋田市の竿燈まつりや大曲の花火な
ど地域のお祭りや行事が、ほぼ通常開催となり
ました。コロナウイルス感染症が昨年５月に５
類感染症に位置づけが変更され、新たな段階に
移行しているのを実感しています。感染状況が
見えにくくなっていますが、医療や介護の現場
では、以前同様コロナウイルス感染症患者さん
への対応で、日々緊張の中で勤務されています。
それぞれの現場でご活躍の皆様に改めて敬意を
表し、感謝申し上げます。

全国各地で記録的な猛暑、そして秋田県では
７月の大雨被害、10月からの熊被害と続き、マ
イナスイメージで全国ニュースに取り上げられ
ることが多くありました。今年こそ良い年に
なって欲しいと願っています。

「看護師等の確保を促進するための措置に関
する基本的な指針」が、昨年10月26日に告示さ
れました。30年ぶりの改定です。看護師の確保
や勤務環境、処遇の改善、資質の向上支援など
現場に落とし込んで活用して参りましょう。

今年の４月から新たに始まる主なものとし
て、「新たな災害支援ナースの仕組み」と「医
師の時間外労働上限規制」があります。新たな
災害支援ナースは、現行の自然災害時のみの活
動から新興感染症発生・まん延時にも派遣され
る、という仕組みに変わります。現行では法令
等の根拠がなく派遣形態も個人により異なって

いたものが、改正医療法・改正感染症法（令和
６年４月施行予定）を根拠に業務扱いで従事す
ることができるようになります。派遣される看
護師にとって安心できる仕組みになったと考え
ます。秋田県看護協会は、積極的に災害支援
ナースの養成に取り組んで参りますので、ご協
力頂けますようよろしくお願い致します。

「医師の時間外労働上限規制」では、看護師
へのタスク・シフト/シェアがクローズアップ
されていますが、それぞれの施設で働く職員全
員が連携して取り組むものです。患者さんに
とって何が最良であるかの視点を忘れずに、体
制を構築して頂きたいと考えます。

いよいよ2025年が目前です。日本看護協会が
2015年に公表した「看護の将来ビジョン」の集
大成の年であり2040年を見据えた次期ビジョン
策定の検討が始まっています。健康と生活を支
えるキーパーソンとしての看護職の活躍が益々
重要視されると考えます。

今年は辰（龍）年です。龍は「運気上昇」「生
命力」の象徴とされているそうです。過去の辰
年では、大きな出来事が多い年だったとのこと
で、今年は第８次医療計画の開始の年でもあり
ます。秋田県看護協会は、看護職が専門職とし
て、変化する時代を見据えた役割を果たせるよ
う会員の皆様と共に前進して参ります。

本年もどうぞよろしくお願い致します。

昇り龍のごとく躍進を！新年の
ご挨拶

公益社団法人秋田県看護協会　会長　白　川　秀　子
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令和５年度11月30日（木）、「新たな時代を支える看護のちから」をメインテーマに
第50回秋田県看護学会が開催されました。学会の開催にあたり、秋田県看護協会会長
の白川秀子より挨拶がありました。その後、株式会社ケアーズ代表取締役・白十字訪
問看護ステーション総括所長、認定NPO法人マギーズ東京共同代表理事・センター
長の秋山正子氏より「地域が看護を求めている～地域共生社会へ向けて～」と題して
特別講演Ⅰがありました。病院勤務の参加者からは「訪問看護の分野で新しい取り組
みを知ることができた。地域に戻ったあとも相談できるところがあるのは心強いと

思った。」と感想が聞かれました。来訪者の話を聴き、一緒に考えるという地域の保健室などの取り組み
を知り、地域の一員としてまた、看護師としてどう貢献していけるのか考える機会となりました。

午後からは示説と口演発表があり、小児から老年・外来など多岐にわたる領域の看護の取り組みが発表
され、参加者との質疑応答も活発に行われました。その後、ブラボー笑店代表のマジシャン ブラボー中谷
氏より「笑いと命とマジックショー」と題して特別講演Ⅱが行われました。見応えのあるマジックショー
とともに親しみのある秋田弁でご自身の体験談を語られました。参加者は、怪我や病気と前向きに付き合
う姿勢に感銘を受けるとともに涙あり笑いありの拍手で会場が沸いた講演となりました。

今回の学会では、様々な分
野で看護師の果たす役割や責
務について考える機会となり
ました。これからも皆様のご
活躍を期待しています。

（記：広報委員会）

日　時：令和５年11月30日（木）
　　　　10：00～15：40　
場　所：あきた芸術劇場 ミルハス（秋田市）
参加者：155名

秋田県看護学会

白川会長より挨拶

講師：秋山正子 氏 講師：ブラボー中谷 氏

受賞おめでとうございます

■秋田県看護協会からの推薦者	

石　川　桂　美	 秋田緑ヶ丘病院
木　村　陽　子	 秋田県厚生農業協同組合連合会　かづの厚生病院
田　口　玲　子	 秋田県厚生農業協同組合連合会　かづの厚生病院
千　葉　絵理子	 秋田県厚生農業協同組合連合会　北秋田市民病院
長　門　江利子	 能代山本医師会病院
熊　谷　洋　子	 秋田県厚生農業協同組合連合会　秋田厚生医療センター
新　田　広　子	 秋田県厚生農業協同組合連合会　平鹿総合病院

■その他団体からの推薦者	

篠　田　玲　子	 （元）一般社団法人秋田県助産師会理事・監事

■功労団体	

秋田県在宅保健師等ゆずり葉の会

令和５年度 環境・保健事業功労者・団体（知事表彰）一覧

2023年 
秋の叙勲 受賞者

瑞宝単光章

加賀谷　晶子
秋田大学医学部附属病院

～新たな時代を支える看護のちから～

第
50
回 
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会員の皆様、はじめまして、外旭川病院　看護
部長の高橋と申します。少しだけ、病院の紹介と
私たちの取り組みをご紹介したいと思います。

当院は現在の外旭川地区に移転し「外旭川病院」
に改名してから、今年で35周年を迎えます。現在、
療養病床207床、ホスピス病棟34床を有しており
ます。療養病棟では、急性期病院の後方支援病院
として、慢性期の比較的重症の患者さんの治療や
高齢者の急性期医療を担っております。ホスピス
は、2012年県内では当時唯一のホスピスとして開
設し、がん終末期の患者さんの症状緩和、ご家族
へのケアを大切にしながらチーム医療を実践して
まいりました。

看護部は、看護と介護の協働でのケアを大きな
特徴とし、多職種と連携しながら患者さんとご家
族へのケアを提供させて頂いております。「優し
さ」「倫理観」「自律」を理念とし、看護ケアの充
実に努めております。看護師も介護福祉士も平均
年齢が約40歳です。ベテラン層が多く、子育て世

代の職員もたくさん勤務しております。患者さん
は、高齢化、認知症、コミュニケーション障害の
方が多いため、優しさ、気遣い、思いやりのある
倫理的な配慮を大切にしております。更に、「よ
り専門性を考えることが出来る看護・介護」の育
成に努めていきたいと思っています。患者さんへ
のケアの充実を図り、より効率的な業務整理を実
施していきたいと考えるために、現在の看護方式、
チームナーシング方式と機能別看護の検討をして
おります。

高齢化率が全国１位の秋田県は、少子高齢化、
慢性期疾患の増加に伴い求められるニーズも大き
く変化しております。慢性期医療とホスピスを有
する当院としては、果たすべき役割も大きいと認
識しております。今後は患者さん、ご家族の思い
を大切にし、チーム医療の推進を図っていく必要
性を感じています。地域の皆様に信頼され、地域
の医療に貢献できるよう努めてまいりたいと思い
ます。

施  設  自  慢

看護部長　高橋　加代子

シリーズ

外旭川病院
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災害支援ナース養成研修の実施報告

看護労働環境改善委員会
看護職員の労働安全衛生研修

　テーマ　　ヘルシーワークプレイス推進研修
　　　　　　～看護職が働き続けられる職場をめざして～
　日　時　　11月10日（金）13：00～16：00
　場　所　　秋田県総合保健センター５階 第一研修室
　参加者　　66名

《参加者の声》
◦発達障害、適応障害、うつ病、抑うつ状態についてとてもわかりやすく、ゆっくりと説

明してくださりありがとうございました。部下に対してよりも自分や子供のことが、と
ても重なる部分がありました。

◦いろいろな言葉がでてきて難しかったが、スタッフ一人ひとりときちんと向き合うこと
が大切であり、また、今までの自分の言葉かけが適切であったか反省することもありま
した。

◦とても聞きやすい講義でした。スタッフだけでなく、自分の子供にも当てはまる部分も
あり、勉強になりました。

常任委員会
の活動報告　

　修了者　　88 名
　研修期間・内容　　
８月10日（木）～10月17日（火）：オンデマンド研修20時間
　【講義】総論、災害各論、感染症各論
10月18日（水）、19日（木）：集合研修11時間
　【講義】�秋田県における災害・感染症に係る応援派遣時の看護

支援活動
　【演習（災害）】災害時の看護職の活動の実際
　【演習（感染症）】感染拡大時の看護職の活動の実際

今年度から従来の災害支援ナース育成研修は中止となり、新し
いプログラムによる養成研修を開催いたしました。新しいプログ
ラムで研修を修了した方が「修了者」として、秋田県へ新たな「災
害支援ナース」として登録される予定です。

令和６（2024）年４月以降は本研修を修了した方が、新たな災
害支援ナースとして発災時や感染症発生・まん延時に活動するこ
とになります。

来年度の開催要項は、令和６年度教育冊子に掲載いたしますの
で、ご覧いただきお申し込みください。
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大館市立総合病院
大館地区支部　支部長　石田　和子

本荘第一病院
由利本荘・にかほ地区支部　支部長　石川　みゆき

鹿角地区支部

地区支部活動について

今年度の地区支部活動では、２年続けてニプロハ
チ公ドームでの「大館きりたんぽ祭り」に参加し、
大館市立総合病院との共催で、まちの保健室活動を
実施することができました。特に、看護協会からお
借りした「かんごちゃん」の集客力は想像を超え、
多くの子供達がちびっこナースに変身し、「かんご
ちゃん」との記念撮影を喜んでくれました。

また、エコに関連した作業を中心に活動している
「工房JOYサークル」さんへのふれあい募金活動や、昨年度実施できなかった３地区支部合同
研修会の開催など、今年度予定した事業はすべて実施することができました。今後も様々な活
動を通して地域の皆様と触れ合い、看護の魅力を発信していきたいと思います。

地区支部活動について

感染症の収束状況により、事業を予定通り実施出来たことに
ほっとしております。

まちの保健室では、多くの方に参加していただき、久しぶりに活
気あふれる事業になりました。その活気を助けてくれた「かんご
ちゃん」は大人気で、大いに看護協会をアピール出来たと思います。

高校生を対象としたふれあい看護体験では54名の参加があり、
「看護師になりたいと強く思った」などの感想が聞かれました。
受け入れてくれた各施設のあたたかい対応に感謝しています。

研修会は、「支え・寄り添い・つながる看護（ケア）」のテーマ
で、各専門の立場から発表していただきました。看護職以外の参
加者もあり、今後医療と介護がより協力し連携できる地域であり
たいと願います。

活動を通し、地域と繋がる看護職の役割を果たしていきたいと
思います。

大館地区支部

由利本荘・にかほ地区支部

ふれあい看護体験

まちの保健室

地区支部活動報告
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No.39

安全情報
医療・看護安全委員会

「クレーム対応について～相談事例を通して～」

日　時：令和５年10月13日（金）
会　場：秋田県総合保健センター　５階第１研修室
講　師：秋田県健康福祉部医務薬事課
　　　　医務薬務チーム　医療安全支援センター
　　　　専任相談員　佐々木　幸子 氏
参加人数：37名

◆�他の施設でもクレーム対応に苦慮する事例を多く経験し
ていることが分かり、今後も頑張っていきたいと思った。

◆グループワークで語り合え、悩み解決に結びついた。
◆�秋田県における高齢化や少子化が引き起こす問題が日々

変化していくと思うので毎年やったほうがいいと思う。

リスクマネージャー交流会

秋田県立リハビリテーション・精神センター
大仙・仙北地区支部　支部長　高橋　聡子

地区支部活動について

３年間中止となっていた行事をようやく再開することができま
した。

一日看護学生「ふれあい看護体験」では25名の高校生が参加し、
先輩看護師５名に看護体験発表をしてもらい、看護師になるため
の進路の選び方について先輩から教えてもらいました。

看護研究発表会及び、研修会では約30名が参加、５施設の看護
研究発表と、「摂食嚥下機能療法と摂食嚥下機能回復体制加算につ
いて」をテーマに、摂食嚥下障害認定看護師の高橋照美氏にご講
義頂き、多くの質問や意見を頂きました。

ふれあい募金事業では大仙市の就労支援施設「いぶりん」へ、
おじゃましました。今回「かんごちゃん」に同行してもらい、利

用者さんに目録を手渡していただきました。利用者さん達に大人気の「かんごちゃん」でした。
今後は「まちの保健室」も予定しており、地域の皆様のために役立つ活動を行っていきたい

と考えております。

大仙・仙北地区支部

テーマ

参加者からの感想
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　令和６年６月19日（水）に開催される通常総会において実施
する改選役員、推薦委員及び日本看護協会代議員、予備代議員
の選挙について、立候補の受付期間等をお知らせいたします。

Ⅰ　改選役員等

１．任期満了に伴う改選役員等
　　①理事・・・・・・・・・・・・・・・・11名（任期２年）

会長、副会長、専務理事、会計理事、看護師職能Ⅰ
理事、准看護師職能理事、地区理事（秋田臨海、由
利本荘・にかほ、大仙・仙北、横手、湯沢・雄勝）

　　②監事・・・・・・・・・・・・・・・・・・１名（任期４年）

　　③推薦委員・・・・・・・・・・・・３名（任期２年）

　　④代議員・・・・・・・・・・・・・・・７名（任期１年）

　　⑤予備代議員・・・・・・・・・７名（任期１年）

２．役員等の辞任に伴う改選役員等
　　　理事（補欠）・・・・・・・・２名（任期１年）

看護師職能Ⅱ理事、地区理事（大館）

Ⅱ　立候補受付期間

令和６年１月12日（金）～令和６年２月29日（木）（必着）

Ⅲ　立候補届出用紙

本会ホームページからダウンロードしてご使用ください。
（立候補には正会員５人以上の推薦が必要です。）

Ⅳ　立候補届出先

〒010-0874 秋田市千秋久保田町６－６
公益社団法人 秋田県看護協会内 選挙管理委員会あて

選挙管理委員会からのお知らせ

令和７年度

令和６年度

推薦委員会からのお知らせ
　令和６年度改選役員、推薦委員及び令和７年度日本看護協会
代議員、予備代議員の候補者について、「推薦基準」に該当す
る方を公募いたします。

１　推薦基準

（１）�秋田県看護協会の目的に沿って、組織の強化・発展の
取り組みを実践できる人

（２）秋田県看護協会事業に熱意を持って、共同できる人
（３）�本会の実情に合わせて、定例会に参加できる人

２　推薦方法

推薦用紙に記入し、郵送でお願いします。
（本会ホームページからダウンロードしてご使用ください。）

３　受付期間

令和６年１月12日（金）～令和６年２月８日（木）（必着）

４　改選役員等

（１）任期満了に伴う改選役員等
　　　①理事・・・・・・・・・・・・・・・・・・11名（任期２年）

会長、副会長、専務理事、会計理事、看護師職能
Ⅰ理事、准看護師職能理事、地区理事（秋田臨海、
由利本荘・にかほ、大仙・仙北、横手、湯沢・雄勝）

　　　②監事・・・・・・・・・・・・・・・・・・１名（任期４年）
　　　③推薦委員・・・・・・・・・・・・・３名（任期２年）
　　　④代議員・・・・・・・・・・・・・・・７名（任期１年）
　　　⑤予備代議員・・・・・・・・・・７名（任期１年）
（２）役員等の辞任に伴う改選役員等
　　　　理事（補欠）・・・・・・・・・２名（任期１年）

看護師職能Ⅱ理事、地区理事（大館）

５　推薦書届出先

〒010-0874 秋田市千秋久保田町６－６
公益社団法人 秋田県看護協会内 推薦委員会あて

改選役員及び推薦委員の立候補並びに推薦について
日本看護協会代議員及び予備代議員の立候補並びに推薦について

※概要を知りたい方は、当協会ホームページ（https://www.akita-kango.or.jp/）をご覧ください。ホームページにアクセスできない方は、当協会にご連絡ください。

理事会だより
第３回  　令和５年９月19日（火）　

１議　　事
１）令和6年度予算編成方針（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
２）令和6年度教育企画（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ［承認］
３）令和5年度補正収支予算書（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
４）固定資産（manaable・かんごちゃん）の取得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］

２協議事項
１）日本看護協会への要望
２）令和5年度秋田県看護行政懇談会の「協議事項・要望事項」

３報告事項
１）日本看護協会理事会報告
２）三職能・地区支部事業報告
３）会長（代表理事）、専務理事・常務理事（業務執行理事）の職務執行状況報告
４）会計報告
５）地区支部懇談会
６）令和５年度ふれあい事業社会福祉施設等贈呈先
７）「公益法人の基礎知識」と「役員の権限と義務」
８）青森県看護協会及び栃木県看護協会からの寄付等
９）大雨災害に係る支援活動

第４回  　令和５年11月15日（水）　

１議　　事
１）令和6年度秋田県看護協会重点事項（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
２）令和6年度秋田県看護協会事業計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
３）令和6年度日本看護協会会長表彰候補者の推薦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
４）資金計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
５）諸規程の改正（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
６）令和5年度地区支部役員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
７）あきた芸術村わらび劇場（2024年）への協賛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］

２協議事項
１）日本看護協会への要望
２）令和6年度秋田県看護協会改選役員

３報告事項
１）日本看護協会理事会報告
２）日本看護協会地区別法人会員会報告
３）三職能・地区支部事業報告
４）会長（代表理事）、専務理事・常務理事（業務執行理事）の職務執行状況報告
５）会計報告
６）秋田県看護行政懇談会報告
７）令和5年度環境・保健事業功労表彰受賞者報告
８）中間監査報告
９）都道府県看護協会からの寄付等の報告（青森県・栃木県・広島県）
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秋田県
ナースセンターニュース 秋田県ナースセンターは、秋田県から委託を受けて看

護職の人材確保を目指して、就労促進、復職支援等の
事業を行っています。

詳細は届出専用サイト
「とどけるん」又は
秋田県ナースセンター窓口へ！
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居住地別届出者登録数（2023年10月現在）

1 研修会開催報告（９月～ 11月）

開　催　日　 研修テーマ 会　　場 参加者数

９月26日（火） 訪問看護ステーション研修 訪問看護ステーション
あきた １名

９月14日（木） ミニ講座　「復職を考える方の交流会」 にぎわい交流館 AU
４階研修室２ ５名

10月４日（水） ①認知症高齢者への看護　ー食事・睡眠への援助ー
②感染対策　ー手指消毒の基本、個人防護具の着脱ー

大館市北区
コミュニティセンター

①４名
②２名

10月４日（水）
　　  ５日（木）

病院研修：病院概要、医療安全、感染対策の講義（0.5日）
　　　　　病棟見学（１日）

秋田県立循環器・
脳脊髄センター １名

10月11日（水） セカンドキャリア支援研修
講師：キャリアコンサルタント　鈴木　えみ子 氏

秋田アトリオン
３階研修室CD 11 名

11月８日（水） ミニ講座「�訪問看護での看護師の働き方や仕事について現
場の看護師から聞いてみませんか」

にぎわい交流館 AU
４階研修室４ ４名

・復職支援施設研修は、県南、県北でも病院、施設、訪問看護ステーショ
ンで予定していましたが、参加者がいなく、中止となりました。

2 看護職と看護学生のための就職情報交換会

◦開催日時  
　11月11日（土）10：00～15：30
◦開催形式  
　ZOOMを利用してWEB開催

◦参加施設　
　病院19　福祉施設８　合計27施設
◦参加者
　潜在看護職１名　就業中１名　看護学生28名　合計30名

・視聴者からは「概ね参考になった。」と感想がありました。また、現在就業中で秋田県に移住を
検討している方は、「今後の就業先について検討していきたい。」と前向きな声が聞かれました。

3 届出登録情報
2015年10月から努力義務として始まった看護職の届出登録制度ですが、2023年10月現在2,019

名の方が登録し、今年度は10月までに125名の方が新規登録しています。
居住地別届出者登録数のグラフより県北、県南は登録者が少ないのがわかります。地域に必要な

看護職確保のため、登録者を増やしナースセンターから研修の情報提供や就業相談に努力してまい
りますので、登録をお願いします。
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 事務局からのお知らせ 
Information

子ども用のスクラブ（90・110・120）を揃えました
季節も秋から冬に変わり雪のニュースも

聞く頃になりました。酷暑だった夏が終わ
り、例年にない程のインフルエンザの流行
に会員の皆さまも体調管理や日々の業務に
ご苦労なさっているのではないでしょうか。
新年の幕開けとなりますが、みなさまにとっ
て素敵な一年になりますように。

（記：広報委員　菊地　真由美）

編集後記

協会員の方には貸
し出しをしておりま
すので、是非、ご活
用ください。

「看護師基礎教育を考える会」開催の報告

各種実施報告

◦目　的
　�看護師教育に係る者が看護師基礎教育をめぐる現状や課題を再認識

し、基礎教育４年制化の意義や必要性の理解を深める機会とする。
◦共　催　青森県看護協会・秋田県看護協会
◦日　時　８月１日（火）13：30～16：00
◦対象者　�看護師基礎教育関係者・秋田県内病院看護管理者・行政担当者
◦参加者　青森県45名　秋田県65名　計110名
◦内　容
　①講演　「今後の社会の変化に対応できる看護師基礎教育」
　　日本看護協会　常任理事　田母神　裕美 氏
　②現状報告「看護教育の現状と今後に向けて」
　　（青森県）八戸看護専門学校　副校長　小野寺　江利子 氏
　　（秋田県）秋田県立衛生看護学院　副校長　齊藤　清子 氏
　③情報交換「教育現場での現状を語ろう」（全体での情報交換）

　日本看護協会常任理事　田母神裕美氏より「今後の社
会の変化に対応できる看護師基礎教育」として講演を頂
き、その後「看護教育の現状と今後に向けて」と題し青
森県、秋田県の看護専門学校の看護管理者より現状を報
告してもらった。
　その後教育現場での現状を語ろうと教育現場から４
名、病院として４名の意見を頂き、最後に講師の田母神
裕美氏より指定発言を頂いた。
　青森県と秋田県では看護教育環境の違いもあったが、
共通して看護基礎教育４年制化には賛成の方向であると
のことであった。しかし、現状の看護師（働き手）の不
足などが意見として出され、首都圏とは異なる地域固有
の問題点を浮き彫りになった。教育現場、医療現場の現
状を知る事ができ、基礎教育４年制化の意義や必要性の
理解を深める機会となった。
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「看護管理者連絡会議・ 研修会」
実施報告

◦日　時　８月30日（水）13：00～16：40
◦会　場　秋田県総合保健センター５階
　　　　　秋田県看護協会 会議室　ZOOM開催
◦参加者　111名（39施設）
◦内　容
　講演１「秋田県の医療行政・看護行政」
　講師：秋田県健康福祉部医務薬事課 
　　　　医療人材対策室　リーダー　畠中　和明 氏
　報告　「各施設からの現状（取り組み）と課題」
　⑴�COVID-19クラスター発生時における他職種協働について
　講師：社会医療法人明和会　中通リハビリテーション病院
　　　　総看護師長　高橋　さつき氏
　⑵看護部のメンタル支援活動
　講師：JA秋田厚生連　能代厚生医療センター
　　　　副院長・看護部長　鈴木　輝子 氏
　講演２「物語る倫理のススメ　ナラティブエシックス」
　講師：琉球大学病院 地域・国際医療部
　　　　特命助教（臨床倫理士）金城　隆展 氏

《アンケートから》
・�短時間でしたが内容が凝縮

された研修でした。
・�物語る倫理はとても興味深

く学ばせてもらいました。
・視野を広げるいいきっかけ
になりました。等

02 「自治体保健師の活動内容や
魅力発見事業」実施報告

◦日　時　12月２日（土）13：00～16：00
◦会　場　秋田県総合保健センター５階 
　　　　　秋田県看護協会 会議室　ZOOM開催
◦参加者　21名（看護学生、既卒者、保護者）
◦内　容
　第１部　�日本看護協会「自治体保健師の活動内容や魅力

発信のためのWebイベント」
　第２部　「自治体保健師との相談会」
　・各自治体のオシゴト相談ブース　３か所
　・なんでも相談ブース　　１か所

　第１部の「自治体保健師の活動内容や魅力発信のためのWeb
イベント」は短時間でしたが内容が凝縮され、自治体看護師の事
がよくわかりました。第２部の「自治体保健師との相談会」は参
加した学生、既卒者、保護者は熱心に各自治体の説明を聞き、質
問も活発でした。参加者は自治体保健師の事を知らない方も多く
いましたが、興味を持ち、知っていただけたことは有意義でした。

03
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今回掲載された文章や写真、個人名・団体名については個人情報保護法の下、他の目的には一切使用いたしません。


